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ピ カ ソ「マンドリン・董・ぴん」 油彩1959(ピカソ展出品)

ピ
カ
ソ
の
取
り
上
げ
る
主
題
に

は
、
印
象
派
や
フ
ォ
ー
ヴ
の
画
家

た
ち
の
重
要
な
主
題
で
あ
っ
た
風

景
よ
り
も
、
む
し
ろ
人
物
か
、
身

近
を
日
常
の
静
物
が
多
く
あ
ら
れ

れ
ま
す
。
コ
ッ
プ
、
グ
ラ
ス
、
果

物
を
は
じ
め
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

マ
ン
ド
リ
ン
、
ギ
タ
ー
と
い
っ
た

楽
器
、
あ
る
い
は
、
新
聞
、
ト
ラ

ン
プ
な
ど
、
手
に
触
れ
る
こ
と
に

意
味
を
持
つ
よ
う
な
事
物
が
し
ば

し
ば
画
面
に
登
場
し
ま
す
。
実
際
、

こ
れ
ら
の
事
物
を
、
あ
た
か
も
手

に
触
れ
る
如
く
、
あ
ら
ゆ
る
方
向

か
ら
と
ら
え
、
し
か
も
絵
画
の
二

次
元
的
空
間
を
意
識
し
っ
つ
、
平

面
的
に
画
面
に
再
構
成
し
ま
し
た
/

こ
の
表
紙
の
作
品
も
ピ
カ
ソ
独
特

の
方
法
に
よ
り
形
態
の
把
握
と
構

成
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ピ
カ
ソ

は
、
セ
ザ
ン
ヌ
の

「
自
然
は
球
と

円
錐
と
円
筒
に
要
約
す
る
こ
と
が

出
来
る
」
と
い
う
考
え
を
実
践
し

て
事
物
を
単
純
な
幾
可
学
的
形
態

に
還
元
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
伝

統
的
な
視
覚
遠
近
法
を
無
視
し
た

新
し
い
造
形
方
法
の
キ
ュ
ビ
ス
ム

を
展
開
さ
せ
ま
し
た
。
ピ
カ
ソ
は
、

常
に
独
創
的
な
ス
タ
イ
ル
を
開
発

し
、
現
代
美
術
の
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
と
し
て
君
臨
し
ま
し
た
。

浸
し
て
今
な
お
、
そ
の
影
響
の

大
き
さ
は
図
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
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灰色の服の女1943坐る裸婦1959

パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
は
二
〇
世
紀

最
大
の
芸
術
家
と
い
ね
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
多
様
な
作
風
は
、
今
日

の
芸
術
に
多
く
の
問
題
を
提
起
し
、

深
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

ピ
カ
ソ
は
一
八
八
一
年
一
〇
月
二

五
日
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ラ
ガ
に
生

ま
れ
、
一
九
七
三
年
四
月
八
日
、

南
フ
ラ
ン
ス
の
ム
ー
ジ
ャ
ン
で
満

九
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
次

々
と
新
し
い
道
を
切
り
開
き
、
優

れ
た
作
品
を
残
し
ま
し
た
。
ピ
カ

ソ
が
そ
の
生
涯
に
制
作
し
た
作
品

は
数
万
点
に
も
及
ぶ
と
い
れ
れ
て

い
ま
す
。
ピ
カ
ソ
の
芸
術
は
余
り

に
も
多
彩
で
幅
広
く
、
そ
の
変
遷

を
明
確
に
示
す
こ
と
は
困
難
で
す

が
、
各
時
期
の
主
た
る
傾
向
か
ら

ピ
カ
ソ
芸
術
に
触
れ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

ピ
カ
ソ
は
、
美
術
教
師
で
あ
る

父
の
指
導
で
絵
画
の
勉
強
を
開
始

し
、
後
に
マ
ド
リ
ー
ド
の
王
立
ア

カ
デ
ミ
ー
で
学
び
ま
し
た
が
、
ピ

カ
ソ
芸
術
の
本
格
的
な
歩
み
は
、

フ
ラ
ン
ス
と
の
関
お
り
に
お
い
て

●

始
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
と
思
い

ま
す
。
ピ
カ
ソ
は
、
一
九
〇
一
年
、

初
め
て
パ
リ
で
個
展
を
開
き
ま
し

た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
青
を
主
調

色
と
し
た
哀
調
あ
る

「
青
の
時
代
」

と
呼
ば
れ
る
作
風
を
特
徴
と
し
て

貧
し
い
人
々
を
モ
チ
ー
フ
に
描
き

ま
し
た
。
一
九
〇
四
年
に
は
パ
リ

に
定
住
し
、
そ
の
翌
年
ご
ろ
か
ら

は
明
る
い
色
調
の

「
ば
ら
色
の
時

代
」

に
移
り
、
拝
情
を
た
た
え
つ

つ
も
、
や
は
り
一
抹
の
哀
愁
を
帯

び
た
道
化
師
や
曲
芸
師
を
好
ん
で

取
材
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
セ
ザ

ン
ヌ
の
作
品
や
、
黒
人
芸
術
か
ら

深
い
啓
示
を
得
て
造
形
追
求
へ
と

向
か
い
、
こ
れ
ま
で
の
画
面
に
み

ら
れ
た
感
傷
的
な
要
素
を
除
き
、

「
ニ
グ
ロ
時
代
」
 
、
そ
し
て
一
九

〇
八
年
こ
ろ
か
ら
「
キ
ュ
ビ
ス
ム
」

と
い
う
表
現
様
式
を
生
み
、
理
智

的
な
画
面
構
成
を
形
成
し
ま
し
た
。

対
象
の
解
体
と
再
構
成
、
あ
る
い

は
画
面
に
数
字
や
文
字
を
入
れ
た

り
、
紙
や
布
を
は
り
つ
け
た
り
す

る
な
ど
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
特

殊
な
効
果
に
意
を
注
ぎ
ま
し
た
。

き
ち
に
、
一
九
二
〇
年
頃
か
ら
「
新

古
典
主
義
時
代
」

と
し
て
の
量
感

に
富
ん
だ
女
性
像
の
創
造
、
一
九

二
五
年
こ
ろ
か
ら
は
幻
想
的
な
シ

ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
に
接
近
す

る
な
ど
、
没
す
る
ま
で
絶
え
ず
様

々
な
変
貌
を
み
せ
ま
し
た
。
ピ
カ

ソ
の
よ
う
に
、
そ
の
各
エ
ポ
ッ
ク

が
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
て
い
る
画
家

は
き
れ
め
て
珍
ら
し
い
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
動

乱
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ゲ
ル
ニ
カ
」

の
よ
う
に
戦
争
の
残
虐
を
示
す
作

品
が
多
い
こ
と
も
ピ
カ
ソ
の
一
面

を
伝
え
る
格
好
の
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
「
絵
画
と
は
、
私
に
と

っ
て
は
破
壊
の
集
積
で
あ
る
」

と

宣
言
す
る
ピ
カ
ソ
の
種
々
の
造
形

的
冒
険
の
中
で
も
、
ピ
カ
ソ
を
ピ

カ
ソ
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
ブ
ラ

ッ
ク
と
と
も
に
、
現
代
芸
術
の
源

泉
と
も
い
か
れ
る
キ
ュ
ビ
ス
ム
を

創
始
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
キ
ュ
ビ
ス
ム
は
、
セ
ザ

ン
ヌ
の
絵
画
思
想
か
ら
ヒ
ン
ト
を

得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
を
基
本

的
な
幾
可
学
的
形
態
に
還
元
し
て

●
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四隅の丸い長方形
の陶板持った酒壷
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17世紀のスペイン人
1967

●

構
成
し
た
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
ま

し
た
。
こ
の
際
に
、
「
小
さ
な
キ
ュ

ー
ブ

(
立
方
体
)

の
集
ま
り
で
描

か
れ
て
い
る
」
と
評
さ
れ
た
こ
と
が

こ
の
名
称
の
起
源
と
い
ね
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
キ
ュ
ビ
ス
ム
も
、
「
初

期
キ
ュ
ビ
ス
ム
」
 
、
「
分
析
的
キ
ュ

ビ
ス
ム
」
 
、
「
総
合
的
キ
ュ
ビ
ス
ム
」

と
い
っ
た
具
合
に
展
開
し
ま
す

が
、
そ
の
展
開
で
造
形
方
法
の
基

本
と
な
っ
た
の
は
、
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
以
来
の
絵
画
の
重
要
な
要
素

で
あ
っ
た
視
覚
遠
近
法
に
と
ら
れ

れ
な
い
空
間
構
成
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
視
点
を
一
箇
所
に
固
定
し
、

対
象
を
と
ら
え
て
画
面
に
再
現
す

る
方
法
で
は
な
く
、
視
点
を
自
由

に
移
動
さ
せ
て
、
同
一
画
面
上
に

対
象
の
前
方
と
後
方
の
景
観
を
、

あ
る
い
は
内
部
と
外
部
の
状
況
を

同
時
に
表
現
し
ま
し
た
。
例
え
ば

マ
ン
ド
リ
ン
で
も
、
一
つ
の
方
向

か
ら
眺
め
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
向
か
ら
み
た
そ
の
各
面

の
特
徴
が
自
由
に
連
結
さ
れ
て
描

か
れ
ま
す
。
こ
の
伝
統
的
な
遠
近

法
否
定
に
つ
い
て
は
、
ピ
カ
ソ
の

友
人
の
科
学
者
プ
ラ
ン
セ
の
言
葉

が
端
的
に
伝
え
て
い
ま
す
。
「
眼

で
み
て
描
く
テ
ー
ブ
ル
は
、
お
れ

か
れ
の
脳
裏
に
あ
る
テ
ー
ブ
ル
の

正
し
い
概
念
を
伝
え
て
は
い
な
い
。

遠
近
法
に
し
た
が
っ
て
テ
ー
ブ
ル

の
面
を
台
形
に
描
く
が
実
際
は
完

全
な
長
方
形
だ
。
そ
れ
な
ら
な
ぜ

キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
の
上
で
も
長
方
形

と
し
て
あ
ら
れ
き
な
い
の
か
。
テ

ー
ブ
ル
の
上
の
コ
ッ
プ
の
口
は
こ

の
よ
う
に
円
い
の
に
楕
円
形
に
描

く
。
も
し
脳
裏
に
あ
る
真
実
の
テ

ー
ブ
ル
を
描
け
と
い
っ
た
ち
ど
う

す
る
だ
ろ
う
」
 
。
プ
ラ
ン
セ
は
、

「
真
実
」

は
眼
よ
り
も
脳
裏
に
あ

る
こ
と
を
唱
え
ま
し
た
。
詩
人
の

ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
も
、
こ
れ
ま
で
の

絵
画
と
の
相
違
に
つ
い
て
触
れ
「
視

覚
に
よ
る
真
実
か
ら
知
性
に
よ
る

真
実
へ
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ

の
造
形
運
動
に
は
多
く
の
画
家
が

賛
同
し
、
自
己
の
芸
術
に
反
映
さ

せ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
キ
ュ

ビ
ス
ム
が
芸
術
史
上
、
ど
れ
ほ
ど

革
新
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
ね

か
る
で
し
ょ
う
。

ピ
カ
ソ
が
浸
し
て
四
年
後
の
一

九
七
七
年
、
も
め
続
け
て
い
た
遺

産
相
続
問
題
に
よ
う
や
く
決
着
が

つ
き
、
そ
の
ア
ト
リ
エ
や
住
居
か

ら
発
見
さ
れ
た
作
品
が
遺
族
に
相

続
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
ピ

カ
ソ
が
一
九
一
八
年
、
満
三
六
歳

の
時
、
最
初
に
結
婚
し
た
ロ
シ
ア

の
テ
ィ
ア
キ
レ
フ
∴
ハ
レ
エ
団
の

バ
レ
リ
ー
ナ
、
オ
ル
ガ
と
の
子
で

あ
る
ポ
ー
ル
の
娘
、
マ
リ
ー
ナ
(
一

九
五
〇
̃
)

の
所
蔵
と
な
っ
た
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
質
・
量
と
も
に
恵

ま
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
ピ
カ
ソ
一
三

●

歳

(
一
八
九
四
)

の
少
年
時
代
か

ら
没
す
る
直
前

(
一
九
七
二
)

ま

で
の
絵
画
、
素
描
、
陶
器
約
一
六

〇
点
を
展
覧
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
ま
た
、
同
時
に
公
開
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の
晩
年
に
使
用
し
た
パ
レ

ッ
ト
並
び
に
絵
画
用
具
も
本
展
覧

会
に
一
層
の
光
彩
を
添
え
る
こ
と

と
思
お
れ
ま
す
。
没
後
に
よ
う
や

く
取
り
出
さ
れ
て
一
般
に
ま
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
作
品
群

か
ら
、
ピ
カ
ソ
の
た
ぐ
い
ま
れ
な

才
能
の
豊
か
さ
、
芸
術
の
魅
力
を

十
分
味
お
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
確
信
い
た
し
ま
す
。
美
術
を
愛

好
さ
れ
る
多
く
の
方
々
に
御
来
館

い
た
だ
き
、
心
ゆ
く
ま
で
御
鑑
賞

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

・
第
二
回

美
術
講
演
会

日
時

8
月
2
 
9
日
㈲
午
後
2
時

演
題

「
ピ
カ
ソ
ー
愛
と
芸
術
-
」

講
師

瀬
木
慎
一
氏

(
美
術
評
論

家
)

=
特
別
展
=

「
日
本
の
名
画
一
〇
〇
年
」
展

を
終
え
て

5
月
1
 
6
日
か
ら
6
月
2
 
1
日
ま
で

開
催
し
た
本
展
は
、
日
本
の
近
代

美
術
形
成
上
で
欠
か
せ
な
い
画
家

た
ち
の
名
画
で
綴
る
激
動
の
絵
画

史
を
一
堂
に
み
る
絶
好
の
機
会
だ

っ
た
。
時
代
の
流
れ
を
中
心
に
展

示
し
た
会
場
で
は
、
美
術
史
的
意
味

の
大
き
い
作
品
群
に
熱
心
に
見
入
る

美
術
フ
ァ
ン
、
現
代
絵
画
の
多
様
な

表
現
に
つ
い
て
語
ら
う
家
族
連
れ
の

姿
が
多
く
み
ら
れ
た
。

美
術
講
演
会
で
本
間
正
義
氏
は

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
美
術
館

運
営
の
あ
り
方
を
大
光
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
形
成
か
ら
長
岡
現
代
美
術

館
の
崩
壊
を
例
に
話
さ
れ
た
。
美

術
を
語
る
会
で
青
木
茂
氏
は
日
本

の
近
代
美
術
史
の
遅
れ
と
史
料
調

査
の
身
近
な
面
白
さ
を
例
を
小
し

な
が
ら
話
さ
れ
、
参
加
者
の
体
鹸

談
も
加
お
り
楽
し
い
会
と
な
っ
た

・
第
四
回

美
術
を
語
る
会

日
時

9
月
5
日
田
午
後
2
時

演
題

「
ピ
カ
ソ
は
現
代
を
ど
う
み

る
か
」

話
題
提
供
者

牛
玖
健
治
氏

(
版

画
家
)
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第
二
回
現
代
日
本
兵
象
彫
刻
展
堅
8
・
了
㈲
̃
9
・
6
㈲

千
葉
市
の
農
林
水
産
省
畜
産
試

験
場
跡
地
に
つ
く
ら
れ
る
「
青
葉

の
森
公
園
」

は
、
都
市
部
に
残
さ

れ
た
貴
重
な
自
然
で
あ
る
が
、
公

園
内
の

「
彫
刻
の
広
場
」

に
優
れ

た
彫
刻
作
品
約
2
0
点
を
設
置
す
る

た
め
、
公
募
展
「
現
代
日
本
具
象

彫
刻
展
」
を
企
画
し
、
第
一
回
展

を
昭
和
0
0
年
2
月
に
開
催
し
た
。

こ
の
展
覧
会
で
選
ば
れ
た
大
賞

作
4
点
、
及
び
招
待
作
1
点
は
現

在
ま
で
に
制
作
さ
れ
、
美
術
館
中

前
回
を
上
回
る
一

庭
に
仮
設
置
さ
れ
、
一
般
公
開
中

で
あ
る
。
残
り
9
点
の
作
品
を
選

定
す
る
た
め
、
第
二
回
、
第
三
回

「
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
」

の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

全
国
よ
り
服
点
の
応
募

大
賞
6
点
、
入
選
5
2
点
決
ま
る

第
二
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展

は
、
昭
和
6
2
年
3
月
、
作
品
が
公

募
さ
れ
、
1
月
4
日
、
5
日
作
品

搬
入
が
行
お
れ
た
。
北
は
岩
手
か

ら
南
は
高
知
ま
で
、
全
国
1
 
9
都

一
二
点
の
応
募
̃

府
県
、
国
外
な
ど
か
ら
前
回
を
上

回
る
批
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
今

回
、
特
に
目
だ
っ
た
点
は
、
応
募

者
が
全
国
的
な
ひ
ろ
が
り
を
見
せ

は
じ
め
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。

作
品
審
査
は
、
7
月
1
 
0
日
紛
、

審
査
員
(
小
川
正
隆
、
嘉
門
安
雄
、

弦
田
平
八
郎
、
冨
山
秀
男
、
中
村

僧
三
郎
、
本
間
正
義
、
三
木
多
聞
)

全
員
の
出
席
に
よ
り
行
お
れ
た
。

は
じ
め
に
5
8
点
の
入
選
作
品
が
決

定
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
次
の
6
点

「ATHENA」

関 正司

が
大
賞
に
選
ば
れ
た
。

●

「
女
の
門
」
山
崎
猛

(
茨
城
)

●

「
生
き
る
と
い
う
こ
と
」
浦
野

八
重
子
(
千
葉
)
●
「
か
く
れ
ん
ぼ
」

中
嶋
登
茂
美
(
愛
知
)
●

「
I

し

O
V
E
 
Y
O
U
」
佐
々
木
実
(
埼

玉
)

●
「
A
T
H
E
N
A
」
関
正
司

(
千
葉
)
●
「
森
の
番
人
」
後
藤
良
二

(
神
奈
川
)

-
受
付
順
-

入
選
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

▽
島
根
紹
・
東
京
▽
吉
田
隆
・
石

川
▽
梶
本
良
衛
・
石
川
▽
小
川
清

彦
・
奈
良
▽
西
中
良
太
・
大
阪
▽

「i Iove you」

佐々木 実

「生きるということ」浦野八重子

「森の番人」

後藤良二

「かくれんは」

中嶋登茂美

「女の門」山崎 猛

播
間
公
次
・
大
阪
▽
山
根
淳
史
・

和
歌
山
▽
堀
豊
之
・
千
葉
▽
岡
弘

・
東
京
▽
久
村
進
・
東
京
▽
高
橋

秀
夫
・
愛
知
▽
中
村
宏
・
神
奈
川

▽
竹
屋
修
・
岐
阜
▽
広
川
政
和
・

千
葉
▽
冨
永
幸
彦
・
埼
玉
▽
辻
忍

・
神
奈
川
▽
加
藤
昭
男
・
東
京
▽

堀
内
秀
雄
・
愛
知
▽
兼
原
啓
二
・

茨
城
▽
今
野
勝
彦
・
千
葉
▽
高
崎

哲
・
東
京
▽
葉
栗
剛
・
愛
知
▽
虎

竹
秀
芳
・
千
葉
▽
酒
井
良
・
千
葉

▽
岡
本
参
千
峯
・
東
京
▽
本
田
悦

久
・
千
葉
▽
北
井
博
文
・
千
葉
▽

青
木
三
四
郎
・
千
葉
▽
鈴
木
徹
・

東
京
▽
南
部
治
夫
・
埼
玉
・
中
村

義
孝
・
茨
城
▽
佐
藤
稔
宏
"
埼
玉

▽
尾
崎
真
・
埼
玉
▽
高
野
佳
昌
・

京
都
▽
中
川
と
も
み
・
京
都
▽
田

宮
美
弘
・
東
京
▽
斎
藤
馨
・
埼
玉

▽
高
橋
久
美
子
・
東
京
▽
片
桐
稔

・
東
京
▽
鈴
木
徹
・
千
葉
▽
中
野

滋
・
神
奈
川
▽
長
谷
川
大
治
郎
・

石
川
▽
松
本
雄
治
・
神
奈
川
▽
後

藤
敏
伸
・
冨
山
▽
小
寺
真
知
子
・

在
イ
タ
リ
ア
▽
成
田
美
智
代
・
東

京
▽
原
田
緑
・
東
京
▽
高
杉
邦
夫

・
千
葉
▽
平
戸
美
和
子
・
千
葉
▽

横
内
明
美
・
干
葉
▽
本
木
孝
雄
・

兵
庫
▽
岩
坂
登
・
千
葉
-
受
付
順
-

な
お
、
こ
の
展
覧
会
に
は
、
今

回
の
招
待
作
家
柳
原
義
達
、
鈴
木

実
両
氏
の
作
品
、
及
び
前
回
の
招

待
作
家
了
名
、
大
賞
受
賞
者
6
名

の
作
品
な
ど
も
展
示
さ
れ
る
。



昭
和
戯
年
度
椛
収
蔵
作
品
展
Ⅱ
期

‰
̃
%

みる・かたる・つくる

今
年
度
収
蔵
作
品
展
第
Ⅱ
期
は

2
部
に
分
け
て
構
成
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
房
総

の
地
に
は
、
昔
か
ら
多
く
の
画
家

が
訪
れ
、
ま
た
住
み
つ
い
て
、
数

多
く
の
名
作
が
生
み
だ
さ
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
第
1
部
で
は
、
本

館
が
収
蔵
し
て
い
る
日
本
画
、
洋

画
の
作
品
の
中
か
ら
、
房
総
の
風

物
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

第
2
部
で
は
佐
倉
藩
出
身
の
明

治
期
洋
画
界
の
巨
匠
、
浅
井
忠
の

晩
年
の
京
都
時
代
に
焦
点
を
あ
て

て
紹
介
し
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
留
学

よ
り
帰
国
後
、
明
治
3
5
年
京
都
高

等
工
芸
学
校
図
案
科
教
授
と
し
て

京
都
に
移
住
し
た
浅
井
は
、
関
西

美
術
院
を
創
立
し
、
多
く
の
優
れ

た
作
家
を
育
て
ま
し
た
。
洋
画
界

の
み
な
ら
ず
、
工
芸
界
に
お
い
て

も
、
遊
陶
園
・
京
漆
園
を
仲
間
と

設
立
し
、
陶
芸
や
漆
芸
の
世
界
に

斬
新
な
図
案
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
日
本
画
、
彫
塑
ま
で
多

方
面
に
活
躍
し
た
浅
井
の
業
績
と

併
せ
て
、
浅
井
を
め
ぐ
る
京
都
洋

画
壇
の
作
家
た
ち
の
作
品
を
御
覧

い
た
だ
き
ま
す
。

第
1
部

○
日
本
画

高
取
風
堂
「
朝
光
」
 
、
峯
岸
魂

山
人
「
九
十
九
谷
」
 
、
吉
岡
堅
二

「
馬
」
 
、
若
木
山
「
海
女
」
他
、

渡
辺
学
「
夜
明
け
」
 
、
岩
崎
巴
人

「
波
澤
岩
礁
図
」
 
、
加
倉
井
和
夫

「
穀
機
」

○
洋

画

小
山
周
次

「
銚
子
犬
吠
埼
」
 
、
大

久
保
作
次
郎
「
丘
上
の
鐘
楼
」
 
、

椿
貞
雄
「
鋸
山
か
ら
見
た
房
総
半

島
」
、
中
西
利
雄
「
外
房
風
景
」
、

富
田
通
雄
「
外
房
鵜
原
」
 
、
小
堀

進
「
海
(
白
浜
)
」
 
、
寺
田
政
明
「
犬

吠
灯
台
の
見
え
る
外
川
港
」

中
西
利
雄
「
外
房
風
景
」

第
2
部

○
京
都
時
代
の
浅
井
忠

「
京
都
高
等
工
芸
学
校
の
庭
」
 
、

「
花
」
、
「
奈
良
郊
外
」
、
「
中

沢
岩
大
像
」
 
、
「
東
宮
御
所
壁
飾

草
稿
用
」
、
「
老
母
像
」
、
「
婦

人
像
」
 
、
「
図
案
画
稿
(
鉢
の
図
)
」
 
、

「
図
案
画
稿
(
戸
棚
図
)
」
 
、
「
亀

の
図
」
、
「
種
ま
き
の
図
」
、
「
盗

賊
」
 
、
「
当
世
風
俗
五
十
番
歌
合

(
1
 
5
番
)
」
 
、
「
当
世
風
俗
五
十
番

歌
合
(
2
8
番
)
」
、
「
農
婦
像
」
、

「
農
家
風
俗
手
塩
皿
」
 
、
「
花
瓶
」
、

「
東
宮
御
所
壁
飾

『
武
士
の
山
狩
』

草
稿
」
 
、
「
月
瀬
紀
行
薫
世
界
」
 
、

「
吉
野
紀
行
錦
世
界
」
、
「
水
彩
ス

ケ
ッ
チ
」
 
、
教
科
書
、
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
、
書
簡
・
絵
葉
書
類
、
写

真
他
。

○
浅
井
忠
を
め
ぐ
る
京
都
洋
画
壇

の
人
々

牧
野
克
次

「
松
林
」
 
、
伊
藤
快

彦
「
林
檎
」
 
、
桜
井
忠
剛
「
バ
ラ
」
、

小
笠
原
豊
涯
「
中
井
八
重
子
像
」
 
、

都
鳥
実
害
「
洛
北
の
早
春
」
 
、
中
林

備
「
冬
の
風
景
」
 
、
加
藤
源
之
助

「
秋
の
山

(
大
和
初
潮
村
)
」
 
、
田

中
志
奈
子
「
デ
ッ
サ
ン
(
裸
婦
)
」
 
、

榊
原
一
広
「
南
仏
風
景
」
 
、
長
谷

川
良
雄
「
晩
秋
」
 
、
沢
部
清
五
郎

「
婦
人
像
」
 
、
霜
鳥
之
彦
「
緑
の

ス
ウ
ェ
ー
タ
ー
」
 
、
間
部
時
雄
「
田

園
風
景
」
、
黒
田
重
太
郎
「
浴
後
」
 
、

安
井
曽
太
郎
「
熱
海
附
近
」
梅
原

龍
三
郎
「
皇
居
」
 
、
田
中
善
之
助

「
聖
議
院
の
裏
」

主
な
展
示
作
品

浅井忠「京都高等工芸学校の庭」

国
困
四
圏
剛
苗
醒

●
第
2
3
回
千
葉
県
小
中
養
護
学
校

児
童
生
徒
書
写
展
覧
会

6
月
5
0
日
̃
1
月
5
日

●
第
6
3
回
習
美
会
初
夏
大
作
展

6
月
0
0
日
̃
7
月
5
日

(
以
上
終
了
分
)

●
千
葉
県
書
道
協
会
創
立
4
0
周
年

記
念
書
道
展
覧
会

7
月
7
日
̃
7
月
1
 
9
日

●
第
1
 
5
回
水
彩
連
盟
千
葉
支
部
展

1
月
1
 
4
日
̃
7
月
1
 
9
日

●
第
8
回
龍
峡
書
道
会
千
葉
県
人

尿

7
月
1
 
4
日
̃
了
月
1
 
9
日

●
第
1
 
6
回
千
葉
市
勤
労
者
文
化
展

1
月
1
4
日
̃
7
月
1
 
9
日

●
第
2
 
1
回
漱
雲
会
全
国
書
道
展

1
月
2
 
1
日
̃
7
月
2
6
日

●
第
1
回
千
葉
サ
ン
ケ
イ
現
代
洋

画
展

了
月
2
 
1
日
̃
8
月
2
‖

●
第
7
回
中
央
美
術
協
会
千
葉
支

部
展

1
月
2
8
日
̃
8
月
2
‖

●
日
本
水
彩
画
会
第
3
回
千
葉
県

支
部
展

8
月
4
日
̃
8
月
9
‖

●
第
1
 
6
回
写
真
千
葉
県
展

8
月
4
日
̃
8
月
1
6
=

●
第
1
 
2
画
業
美
会
展

8
月
4
日
̃
8
月
1
6
=

-
次
ペ
ー
ジ
へ



みる・かたる・つくる--

か
た
る
・
つ
く
る

美
術
館
実
技
講
座

0
版
画
講
座

期
日

1
月
2
5
・
2
6
・
2
8
・
2
9
・

3
1
日

8
月
l
・
2
・
4
・
5
・

7
・
8
・
9
日

へ
1
2
日
間
)

(
8
日
間
)

定
員

3
 
0
名

締
切

9
月
8
日

田
陶
芸
講
座
(
2
)

期
日

1
 
0
月
2
4
・
2
 
7
日

●
第
二
回

別
掲
3
ペ
ー
ジ

H
月
1
 
3

52

2
7
日

講
師

平
野
正
房
氏

定
員

0
0
名

締
切

1
月
n
日

0
書
芸
講
座
(
2
)

期
日

7
月
2
9
・
0
0
日

8
月
l
・
2
日

へ
4
日
間
)

講
師

千
代
倉
桜
舟
氏

定
員

3
0
名

締
切

了
月
1
 
5
日

0
洋
画
講
座
(
2
)

期
日

8
月
2
5
・
2
6
・
2
7
・

2
8
日

9
月
l
・
2
・
3
一

9
月
1
6
・
1
7
・
1
8
・

1
9
日

へ
1
 
2
日
間
)

1
2
月
u
・
1
6
・
1
8
日

へ
1
 
0
日
間
)

講
師

神
谷
紀
雄
氏

定
員

0
0
名

締
切

1
0
月
1
0
日

友
の
会
実
技
講
座

◎
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
(
2
)

期
日

8
月
1
・
8
・
9
日

へ
3
日
間
)

講
師

戸
田
健
夫
氏

走
貝

3
0
名

締
切

了
月
2
4
日

◎
陶
芸
入
門
講
座

期
日

9
月
1
・
2
・
3
・

2
4
日

1
0
月
2
日

〈
5
日
間
)

講
師

鉾
田
和
平
氏

定
員

0
0
名

締
切

8
月
1
 
8
日

美
術
一
般
に
関
す
る
問
題
を
テ

ー
マ
と
し
て
行
わ
れ
る
談
話
会
。

今
回
は
、
企
画
展
「
第
二
回
現
代

日
本
具
象
彫
刻
展
」
と
関
連
さ
せ

て
実
施
す
る
。
(
4
ペ
ー
ジ
参
照
)

●
第
三
回

美
術
を
語
る
会

日
時

8
月
2
2
日

(
土
)

午
後
2

時
̃
4
時

話
題

「
第
二
回
現
代
日
本
具
象
彫

刻
展
受
賞
作
に
つ
い
て
」

話
題
提
供
者

同
展
大
賞
受
賞
者

場
所

本
館
研
修
室

対
象
一
般
5
0
人

参
加
費

無
料

●
第
四
回

別
掲
3
ペ
ー
ジ

本
年
度
、
第
一
回
会
議
が
7
月

n
日

(
土
)
午
前
1
0
時
よ
り
開
か

れ
、
浅
井
忠
関
係
資
料
の
整
理
を

し
て
い
〈
こ
と
を
確
認
し
あ
っ
た
。

な
お
、
研
究
員
は
、
池
田
伊
予
、

石
倉
総
子
、
加
営
利
和
夫
、
平
戸

美
和
子
、
大
須
賀
久
大
、
高
木
正
、

田
辺
宏
、
南
隆
一
、
村
田
哲
朗
、

綿
貫
啓
一
の
各
氏
、
1
0
名
で
あ
る
。

<
増
築
工
事
に
つ
い
て
>

県
立
美
術
館
で
は
、
昭
和
6
2
年

度
か
ゝ
圭
一
ヶ
年
の
継
続
事
業
で
増

築
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

展
示
室

八
五
〇
辞

収
蔵
庫

五
四
四
面

機
械
室

二
八
三
面

工
事
期
間
中
は
、
御
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(
図
回

-
前
ぺ
-
ジ
か
ら

●
第
1
 
1
回
尽
墨
会
喜
作
展

8
月
H
日
̃
8
月
2
3
日

●
第
3
3
回
静
雅
書
道
会
小
中
学
部

千
葉
地
区
展

8
月
1
 
8
日
̃
8
月
2
3
日

●
第
1
 
7
回
い
て
ふ
会
彫
刻
展

8
月
1
 
8
日
̃
8
月
3
0
日

●
第
1
回
日
本
春
秋
書
院
千
葉
県

書
道
連
盟
展

8
月
2
5
日
̃
8
月
0
0
日

●
昭
和
6
2
年
度
千
葉
市
教
職
員
美

術
展
覧
会8

月
2
5
日
̃
8
月
0
0
日

日

誌

抄

講
師

太
田
洋
三
氏

定
員

0
0
名

締
切

8
月
日
日

0
デ
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